
プラスチックごみを減らそう

くにびきエコクラブ

地球環境を脅かす

2020/11/13 出雲西高等学校

第二部 「エコ講座」

それでは、エコ講座を始めます。
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y.kitagaki
タイプライタ
「プラスチックごみを減らそう」P-1～17：担当 本田 冷子　　　P- 3：動画（アナウンス不要）　　　P- 5：AI音声入力済み　　　P-10：AI音声入力済み「エコクイズ」 P-18～31：担当 須山 知幸　　　P-24：AI音声入力済み　　　P-25：動画（アナウンス不要）　　　P-30：動画（アナウンス不要）PC担当：大草 度三　　　※所要時間：18分

y.kitagaki
四角形



皆様､お手元に この「プラスチックごみを減らそう」と記載しているチラシをお
持ちでしょうか！（チラシを手に取って上にかざす）

このチラシは､昨年度の環境出前劇「海亀の涙」の上演にあわせて､エコクラブで
作成したオリジナルチラシです。

はじめに、表面の「プラスチックごみの現状」と 裏面の「増え続けるプラス
チックごみ」について､説明します。

まず、 次の映像をご覧ください。
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*アナウンス不要

｢ポイ捨てごみはどこへ行く？～海を漂うプラスチック～」
映像提供：City of Yokohama  2分23秒
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増え続ける海洋プラスチックごみ

資料：日本財団 （海洋プラスチックごみ、その厳しい汚染の現実）

太陽光や水にさらされ
たプラごみ

メタンが発生

温暖化を加速

既に世界の海に存在しているといわれるプラスチックごみは、合計で１億5000
万トン。そこに少なくとも年間 800万トンものプラスチックごみが新たに増え
ていると推定されています。

海に流れ込んだプラごみは､太陽光や水にさらされ､温室効果ガスのメタンが発生
し、地球温暖化を加速させています。
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資 源 循 環、プラごみ排出ゼロ社会へ

S D Gｓ

資料提供：N H K 

次に、チラシ裏面の「資源循環、プラごみ排出ゼロ社会へ」についてお話します。
近年､経済発展と豊かさを追求した国造りは､大量生産・大量消費・使い捨てを生
み､地球本来の循環型社会を崩壊させるとともに､化石燃料の乱用によるCO2の
大量放出により､地球温暖化を招き､異常気象･海面上昇･干ばつ･熱中症患者 の増
大を招きました。
このような状況を少しでも改善するためには､資源を生産･消費し廃棄する一方通
行の｢使い捨て経済｣を､生産したものをリサイクルやリユースするなど再資源化
し何度でも利用する｢循環型経済｣に変えていかなければなりません。
国連が定めたSDGｓ(エス ディー ジーズ)「持続可能な開発目標」 にも ｢循環型
経済」の重要性が掲げられ注目が集まっています。
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資料：「持続可能な開発目標」（SDGｓ）について 平成３１年１月 外務省
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SDGｓ（エス ディー ジーズ）とは、2015年9月の国連サミットで 全会一致
で採択された 「誰一人取り残さない」 持続可能で多様性のある社会の実現のた
め、2030年を年限とする 17の国際目標です。
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「プラごみ排出ゼロ社会へ」を、国連で採択された 「持続可能な開発目標」 に
当てはめると｢（12）つくる責任・つかう責任」 「（14）海の豊かさを守ろ
う」 に当たります。

海洋プラスチック問題は、世界や国、自治体 が協力し、事業者（つくる側）、
消費者（つかう側）双方が責任を分かち合い、それぞれの立場でできることを緊
急に実行することが重要です。
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日本は一人当たりのプラごみ発生量は、世界ワースト２位
32Kg/年間一人当たり

資料：「UNEP SINGLEーUSE PLASTICS2018」より
Ｐｌａｓｔｉｃ ｐａｃｋｇｉｎｇ ｗａｓｔｅ ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ，2014（ｍｉｌｌｉｏｎ Ｍｔ）

1位 アメリカ 45Ｋｇ

2位 日本 32Ｋｇ

3位 Ｅ Ｕ 30Ｋｇ

世界中で起きている「海洋プラスチック」の問題。日本は一人当たりのプラごみ
の発生量は年間32Kｇで、アメリカに次いで世界で２番目に多い国です。
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日本は一人当たりのプラごみ発生量は、世界ワースト２位
32Kg/年間一人当たり

３０ℓ プラごみ袋
（約1.2Kg/1枚）

一人当たり
約２5袋/年間
(約２袋/月）

日本の一人当たりのプラごみの発生量の年間32Kｇは、例えば ３０リットルプ
ラごみ袋に換算すると、年間で２５袋､月当たり２袋出している計算になります。

皆さんのお宅ではいかがでしょうか。
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プラスチック製買物袋が有料化になりました
せいかいものぶくろ ゆうりょうか

今年の７月１日から全国的にプラスチック製買物袋（レジ袋）の有料化がスター
トしました。

これは､全ての小売業者に適用され､今まで無償でレジ袋を提供していた､コンビ
ニ・百円ショップやホームセンターなどにも適用されます。

何気なくもらっているレジ袋。有料化を通じて、そのレジ袋が本当に必要かを考
えてもらい､マイバッグの持参の習慣化して､過剰なレジ袋使用をやめましょう。
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私たちが、今日から取り組める ごみ減量作戦
（使い捨てプラの削減・廃プラの発生阻止）

① ごみになるものを買わない・断る

*買い物のときはマイバックを持参し、レジ袋をもらわない
マイバック持参を習慣化しましょう

*過剰包装を断り、簡易包装に協力しましょう

*使い捨てフォークやストローの使用を控えましょう

*水筒携帯などによりペットボトル飲料の利用を控えましょう

次に 私たち 消費者（つかう側）が取り組める ごみ減量作戦を紹介します。

その① 「ごみになるものを買わない・断る」 を徹底しましょう。

*過剰包装も断り簡易包装に協力しましょう。

*使い捨てフォークやストローの使用も控えましょう。

*水筒携帯などによりペットボトル飲料の利用を控えましょう。
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私たちが、今日から取り組める ごみ減量作戦
（使い捨てプラの削減・廃プラの発生阻止）

② ごみそのものを減らす

*必要なものは、必要な量だけ買うようにしましょう

*｢量り売り」があれば利用しましょう

*｢詰め替え商品」を利用しましょう

その②ごみそのものを減らしましょう！

必要なものは、必要な量だけ買うようにしましょう。

「量り売り」があれば利用し、詰め替え商品も積極的に利用しましょう。
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私たちが、今日から取り組める ごみ減量作戦
（使い捨てプラの削減・廃プラの発生阻止）

③ まだ使えるものは、工夫して再度使う

*修理して使えるものは、繰り返し利用しましょう

*フリーマーケットなどで、他の人に使ってもらう

その③ 一度使用した製品をそのまま再利用しましょう。

フリーマーケットなど、他の人に使ってもらったり、修理して繰り返し利用しま
しょう。
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私たちが、今日から取り組める ごみ減量作戦
（使い捨てプラの削減・廃プラの発生阻止）

④ ごみの分別・リサイクルの徹底

*再生利用できる資源は、きちんと分けて資源回収に出しましょう

*リサイクルされた製品を利用しましょう

その④ ごみの分別とリサイクルを徹底しましょう。

再生利用出来る資源は、きちんと分けて資源回収に出しましょう。

そして、リサイクルされた製品を利用しましょう。
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私たちが、今日から取り組める ごみ減量作戦
（使い捨てプラの削減・廃プラの発生阻止）

⑤ 廃プラスチックを出さないために

*ポイ捨て、不法投棄をやめましょう

*海岸や街で、出た廃プラの除去･清掃を行いましょう

その⑤ 廃プラスチックを出さないために、ポイ捨て、不法投棄を止めましょう。

海岸や街中で、出た廃プラの除去・清掃に積極的に参加しましょう。
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私たち「くにびきエコクラブ」も 現在大きな社会問題となっている海岸漂着ご
みの現状を知ることと、海岸の環境保全を目的に、まつえ環境市民会議の呼び掛
けに応じ、松江市鹿島町古浦海岸の漂着ごみの回収作業に参加しています。

「プラごみによる環境汚染」をはじめ、地球環境を守るために 私たちに出来る
ことは小さなことかも知れませんが、それを皆で行うことによって、大きな力に
なると信じ、私たちのクラブも活動を続けていこうと思っています。

どうか皆様もそのように考え行動していただければうれしく思います。
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次は「エコクイズ」に挑戦！

最後までご覧いただきありがとうございました。

続いて、皆さんに「プラスチックごみについてのエコクイズ」に挑戦していただ
きます。
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エ コ ク イ ズ

はい、それでは「エコクイズ」を始めます。

｢プラスチックごみ問題について｣の説明に 正しければ 「YES」 誤りであれば
｢NO」 で答えて下さい。
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